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資料４-１ 



 

 

１．調査の概要 

・調査対象 

   府中市役所に来庁された方々に対し、20歳以上の府中市民であることの確認を行い、アンケ

ート調査をお願いしました。 

    

・調査方法 

   対面調査方式でアンケート用紙に記入を行ってもらいました。 

 

 ・アンケート調査実施場所 

   東庁舎、西庁舎、北庁舎の１階部分において調査員が来庁者に対しアンケートの趣旨を説明

して行いました。 

 

 ・アンケート標本数 

   502 票 

 

２．集計解析結果 

 

質問１：どのような目的で市役所を訪れましたか？（３つまで選択） 

 

全体の 5割を超える人（54.4％）が「戸籍、住民票、印鑑証明に関すること」を目的として市庁舎

を訪れています。 

次に多い回答は「国民健康保険、国民年金に関すること」（15.9％）、「税金に関すること」（12.2％）、

「健康、福祉に関すること」（10.4％）の順であり、３つまで選択してもらった回答の多くは、生活

に密着した窓口業務に関することが来訪目的の大部分を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.4%

15.9%

12.2%

10.4%

2.0%

0.8%

1.2%

0.4%

1.6%

1.2%

1.6%

4.4%

16.9%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

戸籍、住民票、印鑑証明に関すること

国民健康保険、国民年金に関すること

税金に関すること

健康、福祉に関すること

環境に関すること

建築確認、道路、水道、下水道に関すること

市営住宅に関すること

商工、観光、農業に関すること

学校教育、社会教育に関すること

自治会や地域のこと 

議会の傍聴

仕事上での手続き、調査など

その他

無回答

図 市役所を訪れた目的（複数回答） 



 

 

質問２：あなたはこの１年間、どのくらいの頻度で市役所を訪れましたか。（１つ選択） 

  

回答者の 96.4％が１回以上は市役所を訪れており、１回も訪れていない人は 3.2％と少数です。 

来訪頻度では「２～３回」が 42.6％で最も多く、次いで「４～６回」（22.5％）、「１回」（15.3％）の

順です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問３：あなたはどのような手段で市役所を訪れましたか？（１つ選択） 

  

市役所への交通手段では、「自転車」の利用が 33.9％で最も多く、次いで「自動車」の 28.9％、「徒

歩」の 18.7％となっています。 

一方、鉄道やバス等の公共交通を利用する人の割合は合計で約 20.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2%

15.3%

42.6%

22.5%

6.6%

9.4%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

０回

１回

２～３回

４～６回

７～10回

10回以上

無回答

18.7%

33.9%

4.8%

28.9%

11.0%

1.8%

7.4%

0.2%

0.2%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40%

徒歩

自転車

バイク

自動車 

電車（京王線利用）

電車（JR線利用）

バス

タクシー

その他

無回答

図 １年間に市役所を訪れた回数 

図 市役所への交通手段 



 

 

質問４：あなたは、現在の市庁舎にどのような課題があると思いますか。ア～シの項目ごとに、あ

なたの考えに近いものをそれぞれ１つ選んで、数字を○で囲んでください。 

 

ア～シの各項目の回答に対して、「そう思う：２点」、「どちらかというとそう思う：１点」、「どちらか

というとそう思わない：－１点」、「そう思わない：－２点」のポイントを付け、それぞれの項目の平均

値を算定したものが下の図です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-0.27

-1.07

0.29

-0.21

-0.10

-0.54

-0.14

-0.04

-0.15

0.33

0.41

-0.78

-1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50

ア．窓口スペースなどのゆとりが
少ないため、個人のプライバシー
が十分確保されていない。

イ．災害対策の拠点として、高い
レベルでの大地震や火災などに耐
えられる建物となっていない。

ウ．第２庁舎などが分散してい
て、利用しにくい。

エ．少ない移動で、用事をすませ
にくい。

オ．すべての人にとって利用しや
すい施設となっていない。

カ．駐車場、駐輪場などが十分で
はない。

キ．省エネルギーや省資源など環
境に十分配慮していない。

ク．市民が利用できるロビーや憩
いのスペースなどが少ない。

ケ．市のシンボルとなるようなデ
ザインではない。

コ．市役所以外の複合施設（市民
利用施設等）が併設されていな
い。

サ．周囲の景観と調和していな
い。

シ．市民サービスの向上に結びつ
く情報技術（ＩＴ）化に対応して
いない。

そうは思わない そう思う

図 現在の市庁舎の課題 



 

 

○ 「現在の市庁舎にどのような課題があると思いますか」の回答を平均値の分布でみると、「イ．災害対

策の拠点として、高いレベルでの大地震や火災などに耐えられる建物となっていない」が0.41 ポイン

トで最も高く、次いで「ウ．第２庁舎などが分散していて、利用しにくい」が 0.33 ポイント、「コ．

市役所以外の複合施設（市民利用施設等）が併設されていない」が 0.29 ポイントで課題があると考え

られています。 

○ 一方、質問２の「市役所への交通手段」の回答では「自転車」と「自動車」を利用して訪れた市民の

割合が多いにも関わらず、「カ．駐車場、駐輪場などが十分ではない」は－0.14 ポイントであり、現在

の駐輪・駐車台数でも不満に思う市民の方は少ない結果となっています。 

 

質問５：あなたはどのような庁舎が理想だと思いますか。（３つまで） 

 

    理想に思う市役所庁舎については、「バリアフリーに配慮し、高齢者、障害者、子どもも利用しや

すい庁舎」が 65.9％で最も多く、次いで「耐震性に優れ、耐用年数が長い堅牢な庁舎」（35.9％）、「最

低限の事務所機能を備えた庁舎」（35.7％）が上位３回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問６：新たな本庁舎を建設する場合、建設場所について、あなたが重要視することは何ですか。

次の中からあてはまるものを選んでください。（３つまで） 

 

    市役所本庁舎を建設する場合の建設場所について重要視することでは、「現在地がよい」が 69.7％

で最も多く、次いで「駅に近いこと」（47.2％）、「車・バイク利用での交通の便が良いこと」（27.7％）

が上位３回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.7%

12.0%

20.7%

26.5%

65.9%

28.7%

13.1%

35.9%

3.4%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

最低限の事務所機能を備えた庁舎

市のシンボルとなるようなすぐれたデザインの庁舎

市民との協働スペースが十分に確保された庁舎

緑が生い茂り、憩いの場として利用できる庁舎

バリアフリーに配慮し、利用しやすい庁舎

自然エネルギーを利用し、環境に配慮した庁舎

商業、住宅施設、保育所などを併設した便利な庁舎

耐震性に優れ、耐用年数が長い堅牢な庁舎

その他

無回答

69.7%

20.3%

12.5%

4.0%

47.2%

27.7%

6.2%

7.8%

3.2%

2.6%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

現在地が良い。

地理的に、市の中心地に近いこと

人口分布状況から、市の中心地に近いこと

市街地のなか、又は市街地に隣接していること

駅に近いこと

車・バイク利用での交通の便が良いこと

用地購入費を極力抑えること

市役所周辺の土地利用ができること

市役所周辺の土地利用に規制があること

その他

無回答

図 理想に思う庁舎像 

図 本庁舎を建設する場合の建設場所で重要視すること 



 

 

質問７：あなたのことについてお伺いします。項目ごとに１つ選んでください。 

 

○回答者の性別は、「女性」が 50.4％、「男性」が 45.8％で、やや女性の回答者が多くなっ

ています。 

○年齢は、「20才代」が 20.7％で最も多く、次いで「30才代」の 19.7％であり、「70才以上」

が 12.7％で最も少なくなっています。 

○職業は、「会社員」が 33.1％で最も多く、次いで「主婦」が 27.9％、「無職」15.5％、「自

営業」8.0％、「学生」3.4％の割合です。 

○居住年数は、「20年以上」が 39.8％で最も多く、次いで「5年未満」23.9％、「5～10 年」

18.1％、「11～20 年」14.7％の割合となっています。 

 

 

【性別】                      【年齢】 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

【職業（重複する場合は主な職業を選んでください）】 

  

 

 

 

 

 

 

 

【府中市での居住年数（合併以前を含む）】 

  

 

 

 

45.8%

50.4%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男　性

女　性

無回答

20.7%

19.7%

14.3%

15.7%

14.5%

12.7%

2.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

２０才代

３０才代

４０才代

５０才代

６０才代

７０才以上

無回答

33.1%

8.0%

1.0%

3.4%

27.9%

15.5%

8.0%

3.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

会社員

自営業

公務員

学　生

主　婦

無　職

その他

無回答

23.9%

18.1%

14.7%

39.8%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

５年未満

５～10年

11～20年

20年以上

無回答



 

 

質問８：新庁舎建設に関し、ご意見・ご提案がありましたらご記入ください。 

 

   アンケート標本数 502 票のうち、自由回答欄には 116 票（23.1％）の記入がありました。 

   筆記回答のあった内容のうち、新庁舎建設に関する意見・提案内容を個別に分類し、同様の

意見・提案を整理した結果を以下に示します。 

 

○ 市税、予算を有効に使ってほしい。       （同様 18 件） 

○ シンプルな庁舎にしてほしい          （同様 16 件） 

○ 利用しやすくしてほしい。           （同様 15 件） 

○ 新庁舎は必要ない。              （同様 12 件） 

○ 耐震性を確保してほしい。           （同様 8 件） 

○ 生活弱者に配慮してほしい。          （同様７件） 

○ 分かりやすくしてほしい。           （同様７件） 

○ 庁舎は現在の場所にしてほしい。        （同様 6 件） 

○ 市民のとのコンセンサスを大事にしてほしい。  （同様 6 件） 

○ 駐車場を整備してほしい。           （同様 6 件） 

○ 明るい雰囲気の庁舎にしてほしい。       （同様 5 件） 

○ ３庁舎（東西北）を統合してほしい。      （同様 3 件） 

○ 余裕のある空間にしてほしい          （同様 3 件） 

○ ＩＴ化を推進してほしい            （同様 2 件） 

○ 機能性を重視してほしい            （同様 2 件） 

○ 子供の待機所を確保してほしい。        （同様 2 件） 

○ 市民利用施設を併設してほしい。        （同様 2 件） 

○ 市民の憩いの場がほしい。           （同様 2 件） 

○ 職員のための庁舎にしないでほしい。      （同様 2 件） 

○ 食堂を充実してほしい。            （同様 2 件） 

○ トイレを快適にしてほしい。          （同様 2 件） 

○ 環境に優しい庁舎にしてほしい。 

○ 高層化しないでほしい。 

○ 高層ビルにしてほしい。 

○ 災害・有事の際の核になるように。 

○ 職員の利便性を大事にしてほしい。 

○ シンボルとなる庁舎にしてほしい。 

○ 賃貸でいいと思う。 

○ ペットが待つ場所の確保。 

○ 緑のある庁舎にしてほしい。 

○ 老朽化している。 

 

 


